ワークショップ　イゲンゴ　カンキョウ　ニ　オイテ　ニホン　キンダイ　ショウセツ　ヲ　ヨム　ダザイ　オサム　オウゴン　フウケイ　ヲ　レイ　ニ　チュウゴクゴ　ハンタイジ by Chuang, Chien-Hui et al.
Osaka University
Titleワークショップ 異言語環境において日本近代小説を読む太宰治『黄金風景』を例に : 中国語（繁体字）








第三回 大阪大学・チュラーロンコーン大学 日本文学国際研究交流集会 翻訳プログラム報告書 
「異言語環境において日本近代小説を読む 
―太宰治『黄金風景』を例に―」 






















図一  図二   図三  
 図一は『黄金風景』が発表された昭和十年代の時に日本で使われていた牛乳瓶である。そして、


































































 「窮迫」という言葉に対して、報告者はもっともニュアンスの近い「困頓」という単語を使った。     
一方、鄭訳の場合、「一夕之間」と「窮途潦倒」と、四字熟語二つも連用している。それによって、
文章が文語的となり、中国語の文章としても美しくなっている。 
 
（日４）傍線部無精髯のばし放題の私の顔とを、つくづく見比べ 
という一文の訳は以下の通りである。 
（繁４）傍線部對照著我肆無忌憚亂長著鬍子的雙臉 
（鄭４）傍線部盯著我那張不修邊幅的臉孔仔細端詳著。 
 
 ここで引用した鄭訳を日本語に訳すと、「じっくりと私の身だしなみに無頓着な顔を細かく観察
している」という意味になり、ニュアンスが原文とやや離れているようになった。これは、鄭訳で
の、「不修邊幅」という四字熟語及び文語的表現の「仔細端詳」の使用からもたらされた結果だと
言えよう。 
 
（日５）傍線部ひとつひとつ、はつきり思ひ出され、ほとんど座に耐へかねた。 
という一文の訳は以下の通りである。 
（繁５）傍線部點點滴滴想起二十年前と無地自容。 
（鄭５）傍線部瞬時皆歷歷在目，使我如坐針氈。 
 
（日６）傍線部うすのろらしい濁つた眼でぼんやり私を見上げてゐた。 
という一文の訳は以下の通りである。 
（繁６）用遲鈍呆滯的眼神抬頭看著我。 
（鄭６）漫不經心的迷濛眼神，愣愣地仰頭凝望著我。 
 
（日７）傍線部ただ意味もなく 
という一文の訳は以下の通りである。 
（繁７）傍線部我只是無謂地抬頭 
（鄭７）傍線部我茫然無的 
 
 引用５・６・７でも前述した例と同様な傾向が見られ、鄭訳では綺麗な文語的表現が多く見られ
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る一方、報告者による訳は原文に近い直訳である。以上に挙げた例文から、発表者らの訳と鄭訳と
の相違点は大きく以下の二つにまとめられる。まずは鄭訳に見られる、四字熟語の頻出である。 
 鄭訳では、四字熟語が多用されているため、文章のトーンが文語に近い。一方、報告者らによる
訳は口語的な表現で訳している。日本語の原作を参照すると、二つの訳の違いがより明白になる。
この語彙選びに見られる相違は、翻訳にどのような影響を与えたか、鄭訳のもう一つの特徴、意訳
の多用とあわせて考えたい。 
 鄭訳に意訳が随所にある点も特徴的であり、これは四字熟語や慣用句が多用されていることと関
連している。文語的表現の多い鄭訳は、口語的な表現の多い発表者の訳より美しい文章にはなって
いる。しかし、翻訳作品として考量する際、異言語で書かれた作品を忠実に再現することこそが重
要であるという方針をとるべきだと報告者は考える。そのため、意訳が免れない文語的な語彙の使
用には再考する必要があるのではないかと思われる。 
 
まとめ 
 
 以上に述べたように、今回の翻訳作業では、文化面における共通点が多いため、難訳の箇所はほ
ぼないと言えようが、それにも関わらず、報告者らは異言語による問題と直面した。言語が切り替
えられた時に生じたニュアンスの変化こそ、時には作品の世界を大きく変える可能性がある。鄭訳
は中国語の文章として評価されるけれども、『黄金風景』に使われた言葉のニュアンスが若干ズレ
てがあることも否めない。 
 台湾における日本文学の紹介は、〈日本らしさ〉を求める一方、作品の中身については丁寧に読
まれない傾向が強い。太宰治の『人間失格』もその好例の一つである。同じく中国語を共通語とし
ている中国では、この作品の題名を『失去做人資格』と意訳した。一方、台湾では中国語として意
味の通じない「人間失格」という言葉を、訳さずにそのまま残し、それで〈異国的〉な〈日本らし
さ〉を醸しだし、読者の注目を引く効果を狙う。２００１年にはじめて単行本された『人間失格』
は、２００１年から２０１０年の間に、異なる訳者による５つの版が出版されたが、誤訳の多い版
を論外にして、多くの訳文では太宰治の独特な作風が失われ、文章の綺麗な意訳になっている。つ
まり、日本語のできない台湾の読者は、曖昧に〈日本らしさ〉の漂う『人間失格』という題名に惹
かれたものの、彼らが読んでいる太宰の作品には〈太宰らしさ〉が失われているのである。今回の
翻訳プログラムでは、以上に簡略に述べた台湾での太宰治の翻訳事情を考量した上、報告者らは翻
訳の方針を直訳とし、『黄金風景』の翻訳作業を借りて、文学作品が異言語・異文化に読まれる時
に最も伝わる形を見つけ出すことを試みた。 
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